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９
８
０
年
の
伝
統
を
誇
る
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
御
田
祭
が
、７
月
２
日
・

３
日
に
行
わ
れ
、
両
日
共
に
天
候
に
も

恵
ま
れ
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
前
夜
祭
で
行
わ
れ
た
県
内
の
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
の
競
演「
美
々
川
音
楽
祭
」に

は
、
多
く
の
参
加
が
あ
り
会
場
内
は
観

客
の
歓
声
や
熱
気
に
包
ま
れ
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
音
楽
祭
の
中
で
行
わ
れ
た「
美
郷
芸
能
」

に
は
、
北
郷
区
か
ら「
う
な
ま
エ
イ
サ
ー

琉
星
會
」と「
絆
」の
皆
様
に
よ
る
エ
イ
サ

ー
、
西
郷
区
か
ら
は
民
謡
で
高
山
繁
さ

ん
、
南
郷
区
か
ら
は
岩
田
利
右
衛
門
一

座
の
ご
出
演
を
い
た
だ
き
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
恒
例
の
納
涼
花
火
大
会
は
、
例
年
以

上
の
色
鮮
や
か
な
約
２
千
５
百
発
の
花

火
が
夜
空
を
彩
り
山
々
に
こ
だ
ま
し
ま

し
た
。�

　
翌
３
日
は
、
御
神
霊
を
神
輿
に
移
す

上
円
野
神
社
の
降
神
神
事
に
始
ま
り
、

御
神
幸
行
列
、
上
の
宮
田
の
田
植
え
へ
と

続
き
、
中
の
宮
田
で
は
勇
壮
に
牛
馬
入

れ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
牛
馬
が

泥
を
跳
ね
上
げ
る
姿
に
観
客
か
ら
は
歓

声
と
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
、
県
内
外

か
ら
つ
め
か
け
た
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

し
き
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し

た
。�

　
ま
た
、
田
代
小
学
校
児
童
に
よ
る
趣

向
を
凝
ら
し
た
子
ど
も
神
輿
が「
ワ
ッ
シ

ョ
イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」の
元
気
の
い
い
掛
け

声
と
と
も
に
神
田
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。�

　
青
年
神
輿
が
中
の
宮
田
に
入
る
頃
、

祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
力
強
く
勇
壮

に
神
田
を
練
り
歩
く
姿
に
は
、こ
の
町
を

担
う
若
者
た
ち
の
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。�

　
賑
や
か
だ
っ
た
祭
り
も
い
よ
い
よ
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
、
催
馬
楽
に
あ
わ
せ
、
早

乙
女
衣
装
姿
の
１
１
５
名
の
皆
様
が
、一

本
一
本
豊
作
を
祈
り
な
が
ら
丁
寧
に
丁

寧
に
田
植
え
を
行
い
、
農
耕
絵
巻
の
幕

を
静
か
に
お
ろ
し
ま
し
た
。�

　
二
日
間
行
な
わ
れ
た「
ふ
る
さ
と
う
ま

い
も
ん
広
場
」は
、
町
内
の
商
工
関
係
者

が
中
心
に
な
っ
て
実
施
さ
れ
、
飲
食
物
や

土
産
物
な
ど
を
観
光
客
の
方
々
等
が
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。�

　
協
賛
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
、
四
半

的
大
会
は
今
年
も
町
内
外
よ
り
多
く
の

参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
祭
り
に
華

を
添
え
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
祭
り
の
運
営
に
あ
た
り
裏

方
で
交
通
指
導
や
警
備
等
に
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
清
掃
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
方
、
ま
た
、
早
乙
女
と
し
て
田

植
え
に
ご
協
力
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
各
方
面
で
こ
の
祭

を
盛
り
上
げ
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

　
二
日
間
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。�

　
御
田
祭
実
行
委
員
会�
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平成23年８月（2）�平成23年８月（3）�
早乙女田植え�早乙女田植え�

趣向を凝らした子ども神輿� 青年神輿�趣向を凝らした子ども神輿�

四半的大会� 催馬楽�

牛入れ�

豊年祈願太鼓�豊年祈願太鼓�

馬入れ�

豊年神楽の奉納�

青年神輿�

歩行者天国�歩行者天国�



平成23年８月（4）�平成23年８月（5）�

　
西
郷
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る「
日
向
田
植
唄
」の
全
国
大
会

が
、「
御
田
祭
」の
協
賛
行
事
と
し
て
２
日
間
に
わ
た
り
、
西
郷

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
１
６
４
名
の
参
加
者
の
も
と

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
町
内
か
ら
も
14
名
の
方
々
が
ご
出
場
さ
れ
、
昔
の
田
園
風

景
を
偲
ば
せ
る
、
素
晴
ら
し
い
唄
声
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、
寿
年
の
部
で
山
本
幸
子
さ
ん（
北
郷
区
）が
見

事
に
優
勝
を
飾
り
、
同
部
門
で
川
田
久
三
郎
さ
ん（
西
郷
区
）

が
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
少
年
少
女
の
部
で
田
原
美
紀
さ
ん（
南
郷
区
）、
黒

木
美
鈴
さ
ん(

同
区)

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　平成２３年５月１日付で、北郷区黒木の清水忠雄さん（８８歳）が旭日單光章を受章され
ました。�
　清水さんは、旧北郷村議会議員等として、長年にわたる地方自治の発展と住民福祉
向上への功績が認められ、今回の受章となりました。�
�
�

　
ほ
お
ず
き
は
Ｊ
Ａ
日
向
が
県
内
最
大

の
生
産
地
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
一
番
の

生
産
量
を
誇
る
の
が
美
郷
町
で
す
。�

　
今
年
は
、
３
月
か
ら
４
月
の
天
候
不

良
の
影
響
を
受
け
、
ほ
お
ず
き
の
生
育
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
徐
々
に
草
丈
も

成
長
。
６
月
に
葉
か
き
、
色
付
け
な
ど
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
。�

　
７
月
の
新
盆
、
８
月
の
旧
盆
用
と
、
現

在
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
美
郷

町
ほ
お
ず
き
部
会（
部
会
長
　
柳
田
隆
喜
、

20
名
、約
０
．７
ha
 

）で
は
、
産
地
Ｐ
Ｒ
と

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
西
郷
支

部
で
は
７
月
３
日（
日
）御
田
祭
会
場
で
、

南
郷
支
部
で
は
７
月
10
日（
日
）に「
グ
リ

ー
ン
ト
ッ
プ
日
向
店
」で
、
ま
た
同
日
北

郷
支
部
で
は「
手
作
り
屋
　
北
の
郷
」で
、

ほ
お
ず
き
の
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
ど
の
会
場
も
、
自
宅
用
に
、
贈
り
物
に

と
多
く
の
人
が
た
わ
わ
に
実
を
つ
け
た

ほ
お
ず
き
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
美
郷
町
ほ
お
ず
き
部
会
は
、
８

月
に
宮
崎
市
・
楠
並
木
朝
市
で
の
販
売
を

予
定
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。�

　
ほ
お
ず
き
は
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
で
の
栽

培
が
可
能
で
、
価
格
も
比
較
的
安
定
し
た

作
物
で
す
。「
宮
崎
の
ほ
お
ず
き
と
い
え

ば
日
向
産
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
市
場
で
の

評
価
も
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
栽
培
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
Ｊ
Ａ
日
向
ま
た
は
役

場
農
業
振
興
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

　�
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18　７月１０日に執行された美郷町農業委員会委員選挙において、１８名の方が無投票により当選され、７月１１日に当
選証書付与式が行われました。また、７月２０日には、菊田町長より町議会、農協、農業共済組合の推薦による３名
に対し辞令が交付され、美郷町農業委員会は２１名の新たな体制でスタートしました。�
　農業委員会は、市町村に設置が義務付けられている行政委員会です。農業委員は、公職選挙法を準用した選
挙によって選ばれた農業者の代表であり、次の３つの役割を担っています。�
１.地域農業の構造改革の推進�
　農業の担い手育成と農地の有効利用を通じて、活力ある町づくりに取組みます。�
２.農地行政の適正な執行�
　農地の売買や転用等について、農業者を代表する機関として公正に審査します。�
３.地域の世話役活動と農業者の利益代表�
　農業委員が地域で細やかな世話役活動を行い、地域の声を行政等へ反映するため農業委員会として建議を
　行います。�
　今回決まった農業委員の任期は平成２３年７月２０日から平成２６年７月１９日までの３年間となっています。�
�

�

�

今回（７８回大会）の試合結果は次のとおりでした。�

　西郷区ミニバレーボール協会主催の第７８回大会が、７月１０日（日）北郷区総合交流センターで開催されました。今回
の参加チーム数は、５０代が１４チーム（７６名）、６０代が６チーム（２９名）の総勢１０５名で熱戦が繰り広げられました。５０
代は３コートに分かれ、各コートからの勝ち上がりチームを、巴戦で決勝戦の組み合わせをしたところ、昨年の１月大会
以来のとんとんＡチームが見事に優勝杯を手にすることが出来ました。
さすが５０代、すばらしい決勝戦を拝見させて戴きました。また６０代は
６チームを１コートで総当たり戦にして、年齢と体力と、この暑さを考慮
し２セットまでの試合として同点の時は、得失点差で優勝チームを決定
する事にしました。その結果大変な熱戦の末、８大会ぶりに田代愛好
会が優勝杯を手に致しました。年齢が６０歳以上とは言え、まだまだス
ポーツも、仕事も頑張れそうです。これからも怪我のないように練習に
仕事に励んで下さい。・・・・大変暑い中お疲れ様でした。次回（７９回）
大会は、１０月１６日を予定しております。�



平成23年８月（7）� 平成23年８月（6）�

　７月１日（金）、日向地区保護司会からの“社会を明るくする運
動”法務大臣メッセージが町内の保護司の皆さんより届けられ
ました。�
　本年で第６１回を迎えるこの運動は、すべての国民が犯罪や
非行の防止と、罪を犯した人たちや非行に陥った少年たちの
更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする運動です。�
�
�
�
　�

　平成２３年６月号の広報みさとで紹介しました渡川地区の新しい取組み「渡川ＯＮＥ」が今度はフォトコンテストを
実施します。南郷区渡川にちなんだ写真なら何でもＯＫです。優秀作品には副賞を贈呈します。なお、優秀作品の
発表・展示は１１月に開催される渡川神社例大祭の際に行います。皆さまのご応募をお待ちいたします。�

（募集内容）�
●応募期間　平成２３年９月末まで　●応募枚数　お１人様１枚�
●写真サイズ　自由�
●注意事項　写真の裏に必ず「題名」、「住所」、「氏名」、「電話番号」をお書きください。応募いただいた写真はご
　　　　　   返却できません。また入賞作品の版権は主催者側に帰属します。あらかじめご了承ください。�
●受　　付　事務局　今西猛（住所：〒８８３－０３０３美郷町南郷区上渡川２９０－１　1090 - 7989 - 0079）
　　　　　　まで郵送若しくはご持参ください。�

賞品をご提供いただけるスポンサーの方も募集しています。こちらの方もどうぞよろしくお願いします。�
�
�
�
�
　�
�
�
�

●
日
時
　
８
月 

27
日(

土)

　
※
雨
天
順
延�

　
　
　
　
午
後
８
時
か
ら�

●
場
所
　
門
川
町
門
川
漁
港
周
辺�

�

　
第
25
回
か
ど
が
わ
納
涼
花
火
大
会
が
、
８
月
27
日

(

土)

、
門
川
漁
港
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
日
向
灘
を
舞
台
に
、
約
４
千
発
の
花
火
が
夏
の
夜

空
を
彩
り
ま
す
。
見
ど
こ
ろ
は
終
盤
。
色
と
り
ど
り
の

花
火
が
鮮
や
か
に
咲
き
乱
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、

一
尺
玉
の
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
門
川
み

な
と
祭
り
も
、
同
日
程
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

��������

※当日は、会場周辺で交通規制を実施しま
す。また、駐車場に限りがありますので、で
きるだけ公共交通機関を利用してください。�
門川町役場産業振興課商工係�
163- １１４０（内線２９１）�
�
�
　�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
南
郷
区
の
真
夏
の

風
物
詩
「
第
33
回
百

済
の
里
い
だ
ご
ろ
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

い
だ
ご
ろ
踊
り
は
、
お

盆
の
鎮
魂
供
養
踊
り

と
し
て
区
内
各
集
落

で
伝
承
さ
れ
て
い
る

民
俗
芸
能
で
す
。�

　
各
集
落
で
は
、
い

だ
ご
ろ
踊
り
の
タ
ナ（
三

味
線
、太
鼓
、口
説
き
、

囃
子
）が
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
昨
年
、
口
蹄
疫
の

影
響
で
中
止
に
な
っ

た
夏
祭
り
。
今
年
こ

そ
区
民
、
帰
省
客
の

皆
さ
ん
の
総
踊
り
で

祭
り
を
盛
上
げ
て
頂

き
ま
す
。�

　
会
場
を
賑
す
商
業

ま
つ
り
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。�

������

言葉を失うほどに
破壊された故郷の
姿と、そこで生き抜
こうとする人々をカ
メラと言葉に刻み
込みました。�

現代の子ネコたち
の物語と、千年前
の先住民の伝説と
が交差する、不思
議な物語。�

　
６
月
11
日（
総
合
開
会
式
）か
ら
６
月
26
日
の

期
間
に
開
催
さ
れ
た
平
成
23
年
度
み
や
ざ
き
県

民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
に
お
き
ま
し
て
、
陸
上
競
技

男
子
砲
丸
投
げ
年
代
別
男
子
Ｂ
で
北
郷
区
の
増

田
優
二
さ
ん
が
12
ｍ
39�
cm
の
記
録
で
見
事
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
１
５
０
０
ｍ
男
子
Ｅ
で
西
郷
区
の
甲
田
井

直
さ
ん
が
５
分
22
秒
46
の
記
録
で
３
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。�

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
の
み
や
ざ
き
県
民
総
合

ス
ポ
ー
ツ
祭
に
は
、
美
郷
町
よ
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
・
少
林
寺
拳
法
・
軟
式
野
球
・
四
半
的
弓
道
・

ミ
ニ
テ
ニ
ス
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
弓
道
・
サ
ッ

カ
ー
・
陸
上
競
技
に
１
０
５
名
の
方
が
出
場
さ
れ

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。�

　
出
場
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
今
後
益
々
の
活
躍

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。�

�

　平成23年7月10
日に宮崎県総合運
動公園庭球場（宮
崎市）で開催され
た第47回宮崎県ス
ポーツ少年団中央
大会ソフトテニス
競技の部で、美郷
ジュニアソフトテニ
ススポーツ少年団の�

　黒木　脩平くん（北郷小学校　5年生）�

　松本　大吾くん（北郷小学校　5年生）�

ペアが3位に入賞されました。�



平成23年８月（8）�平成23年８月（9）�

    

�

�

資　　　格�

看護師の資格を有するもの�

幼稚園教諭の資格を有するもの�



平成23年８月（10）�平成23年８月（11）�

　社会福祉協議会では、乳幼児の交通安全とチャイルドシートの着用促進を目的として、チャイルドシートの無償貸
与事業を行っています。�
�
�

　既に西郷区、北郷区では行われていますが、南郷区でも４月25日から美郷南学園内
で放課後子ども教室「百済の里キッズ学園」が開始されました。�
　キッズ学園は学校の空き教室を利用して、放課後における子ども達の安全・安心な

活動拠点（居場所）を確保し、様々な体
験、学習活動等を行うものです。�
　現在、安全管理員３名と子ども達38
名（小学１年生～６年生）で、授業終了時間～午後４時40分まで学習・
室内または外遊び等の活動を行っています。�
　スクールバスの運行時間があるため全体での大きな活動はあまり
出来ませんが、子どもたちは、美郷南学園多目的教室や運動広場で、
楽しく元気に活動しています。�
　一度、ご覧になってください。�

地 域 医 療 �
　
地
域
の
み
な
さ
ん
と
医
師
を
始
め
と

す
る
医
療
従
事
者
、
美
郷
町
を
訪
れ
る

臨
床
研
修
の
医
師
・
医
学
生
な
ど
が
地

域
医
療
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
の

魅
力
を
体
験
で
き
る
よ
う
交
流
及
び
情

報
交
換
の
場
の
た
め
に 

„
み
さ
と
地
域

医
療
塾
“ 

が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
地
域
医
療
塾
は
、
西
郷
病
院
の

小
田
先
生
が
塾
長
と
し
て
、
師
範
代
に

同
病
院
の
山
下
先
生
が
、
金
丸
総
院
長

が
顧
問
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
町
内

外
の
多
く
の
医
師
・
医
療
従
事
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
地
域
の
方
々
が 

„
塾
生
“ 

と

し
て
今
後
参
加
し
て
い
た
だ
く
企
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
７
月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
南
郷

区
の
コ
テ
ー
ジ
山
霧
に
、
自
治
医
科
大

学
を
卒
業
し
県
内
の
医
療
機
関
に
勤
務

し
て
い
る
若
い
医
師
と
そ
の
家
族
、
宮
崎

県
医
療
薬
務
課
、
地
元
南
郷
区
の
建
設

業
や
婦
人
会
、
議
員
、
医
療
従
事
者
な

ど
約
40
名
が
集
い
ま
し
た
。
受
付
か
ら

塾
の
開
会
ま
で
の
間
に
は
、
抹
茶
と
お
菓

子
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
塾
の

開
会
で
は
、
菊
田
町
長
が
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
続
い
て
宮
崎
県
福
祉
保
健

部
の
橋
本
次
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
、
小
田

先
生
が
塾
長
と
し
て
、
地
域
で
働
い
て
い

る
医
師
と
看
護
師
な
ど
の
医
療
関
係
者

の
連
携
と
若
い
医
師
に
向
け
て
地
域
医

療
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
住
民
と
一

体
と
な
っ
た 

„
絆
“ 

の
輪
を
広
げ
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
あ
い
さ
つ
。�

　
そ
の
後
、
塾
の
顧
問
の
金
丸
総
院
長
が
、

「
つ
な
ご
う
！
地
域
医
療
の
文
化
」と
題

し
て
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
西
郷（
美

郷
町
）に
来
て
20
年
の
間
に
は
、
医
療
と

福
祉
を
通
じ
て
地
域
に
出
向
き
、
西
郷

弁（
方
言
）を
覚
え
た
。
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
医
療
人
と
し
て

「
患
者
さ
ん
に
何
と
か
健
康
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
の
気
持
ち
と
、
住
民
と

し
て「
健
康
を
何
と
か
し
て
回
復
し
た
い
」

と
の
お
互
い
の
希
望
と
信
頼
、
感
謝
が

醸
成
さ
れ
た
。
住
民
と
医
療
機
関
と
の 

„
絆
“ 

が
医
療
の
原
風
景（
原
点
）と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
医
療
の
流
れ
は
、

県
・
大
学
・
医
師
会
と
市
町
村
が
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
大
応
援
団
を

得
て
、
医
療
の
確
保
が
で
き
る
。
と
話
さ

れ
ま
し
た
。�

　
交
流
会
で
は
、
南
郷
で
栽
培
収
穫
さ

れ
た
そ
ば
粉
を
提
供
い
た
だ
き
、１
０
０

％
そ
ば
粉
だ
け
の
手
打
ち
そ
ば
を
小
田

塾
長
と
金
丸
顧
問
が
、
ざ
る
そ
ば
と
温

か
い
そ
ば
を
参
加
者
に
振
舞
い
ま
し
た
。

そ
し
て
煮
し
め
と
ナ
マ
ス
、
そ
ば
掻
き
ぜ

ん
ざ
い
な
ど
地
元
の
手
作
り
料
理
が
並

ぶ
な
か
、
活
発
で
熱
心
な
話
し
で
終
始
に

ぎ
や
か
で
し
た
。�

　
こ
の
地
域
医
療
塾
の
開
講
に
は
、
地
域

の
住
民
の
代
表
で
あ
る
公
民
館
長
や
区

長
、
議
員
の
賛
同
・
宣
言
に
よ
り
、
町
議

員
の
発
議
に
よ
っ
て「
美
郷
町
の
地
域
医

療
を
守
る
条
例
」の
制
定
が
さ
れ
た
こ
と

も
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
塾
の
交
流
の
中
で
、
塾
生
の

募
集
と
合
わ
せ
て
地
域
医
療
塾
に
ふ
さ

わ
し
い
名
前
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
詳
し
い
こ
と
は
、
西
郷
病
院
又
は
、
北

郷
・
南
郷
診
療
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。�

���



平成23年８月（12）�平成23年８月（13）�

食中毒の発生件数がもっと多いのは飲食店ですが、それに次ぐのが家庭です。�
きっちり防いで、家族の健康を守りましょう。�
�

私
た
ち
の
地
域
の
医
療
は
今
？�

�

午後２時～   �

小田 副院長   �
   �
東　院長   �
�

東　院長   �
   ��
�
片山 先生   �
   �
   �
小田 副院長   �
   �
   �
片山 先生   �
   �
   

午後３時～�

　国は、国民の健康を増進し医療費を抑えるため、平成２４年度（来年度）までに特定健康診査の受診率を「６５％」と
する目標を掲げています。�
　平成２２年度（昨年度）の美郷町の受診率は５１．３％でしたが、来年度になっても目標の６５％を達成しないと、国保
の会計から最大で約１千万円のペナルティを支払わなけくてはなりません。�
　がんばって健康に気をつけ医療費を下げようとする市町村には配分を、逆であれば応分の負担をするという制度に
なっているわけです。�
　もし達成できなかった場合の追加徴収金は国保税などで賄わなければなりません。特定健康診査は健康維持はも
ちろんですが、国保財政にも大きく影響します。医療機関にかかっている方も、そうでない方も、まずは皆さんで特定
健診を受診しましょう。�
�
�

　特定健診はわたしたちの健康をおびやかす生活習慣病を早期発見・予防することが可能です。�
前回の健診で都合が悪く受診できなかった方も、下記の日程で健診を実施しますので、積極的に受診くださいます
ようお願いします。�
　受診される方は、申し込みは必要ありませんので、お気軽にお越し下さい。�
�
�

問合せ先：西郷健康管理センター（1６６-３６１０）・南郷健康センター（1６8-4070）・北郷健康福祉課（1６2-6202）�

　美郷町に住民票を有する方で、医療機関で妊娠の診断を受けたら下記窓口にて、妊娠届の手続きを行ってください。
美郷町の住民の方ならどの窓口でも手続きできます。�
　妊娠届をされた方に対して「母子健康手帳」を交付します。�
　母子健康手帳を交付する際には、手帳の活用方法や町で実施している母子保健サービスについて保健師が説明の上
お渡しします。�
　特に必要なものはありませんが、保健師が不在のときもありますので、一度、各支所健康福祉課にお電話をされ
てからお越しください。�
�



平成23年８月（14）�平成23年８月（15）�

�

　内臓脂肪がたまり過ぎ、生活習慣病のリスクがでてくる。内臓脂肪型肥満をベースに肥満症・
高血圧症・脂質異常症・糖尿病といった生活習慣病が重なり合って発症。�

　認知症になるのを遅らせる効果のある、「脳の使い方」を習慣化する活動のことです。プログラム開始時から、参
加者がグループで自主的に活動できることを目指して、保健師がお手伝いします。�
　今年度は料理とウォーキングのプログラム、パソコンプログラムに取り組みます。参加申込が必要ですので、参加
希望の方は、8月5日（金）までに下記連絡先まで申し込み下さい。�
�

�

�
今回の健診結果はメタボリック症候群があるかを総合的に判定して3つの段階に階層化されます。�
�

　きゅうりの時期ですね！！       �
　きびしい暑さの中に育った夏野菜。体の熱をとり夏場の食欲不振を解消し利尿作用、むくみを解
消する働きがあります。       �
　水分が９６％占め栄養的には期待はできませんが、シャキッとした歯ざわりみずみずしい味わ
いを楽しみましょう。       �
�
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